
　

▼

　

▼
十
二
所
神
社
例
祭

十
二
所
神
社
例
祭　

２

　

２

日
宵
宮
。
３
日
例
祭
。

日
宵
宮
。
３
日
例
祭
。

　

▼

　

▼
森
戸
大
明
神
大
祭

森
戸
大
明
神
大
祭（
葉
（
葉

山
）　

７
日
宵
宮
祭
。
８
日

山
）　

７
日
宵
宮
祭
。
８
日

例
大
祭
、

例
大
祭
、
1414
時
御
神
楽
。

時
御
神
楽
。

　

▼

　

▼
ぼ
た
も
ち
供
養

ぼ
た
も
ち
供
養　

1111
・

1212
日
。
常
栄
寺
（
大
町
）
。

日
。
常
栄
寺
（
大
町
）
。

　

▼

　

▼
龍
ノ
口
法
難
会

龍
ノ
口
法
難
会　

1111
日

仏
舎
利
塔
平
和
記
念
法
要
。

仏
舎
利
塔
平
和
記
念
法
要
。

1212
日
法
難
会
。
龍
口
寺
。

日
法
難
会
。
龍
口
寺
。

　

▼

　

▼
甘
縄
神
明
神
社
例
祭

甘
縄
神
明
神
社
例
祭　

1010
日
神
輿
祭
。

日
神
輿
祭
。1414
日
例
祭
。

日
例
祭
。

　

▼

　

▼
鶴
岡
八
幡
宮
例
大
祭

鶴
岡
八
幡
宮
例
大
祭　

1414
日
宵
宮
祭
。

日
宵
宮
祭
。
1515
日
1010
時
例
時
例

大
祭
、

大
祭
、1313
時
神
幸
祭
。

時
神
幸
祭
。1616
日
流
日
流

鏑
馬
神
事
、鈴
虫
放
生
祭
。

鏑
馬
神
事
、鈴
虫
放
生
祭
。

　

▼

　

▼
遊
行
寺
開
山
忌

遊
行
寺
開
山
忌（
藤
沢
）

（
藤
沢
）

　

1515
日
1313
時
半
す
す
き
念
仏

時
半
す
す
き
念
仏

会
。
会
。2121
〜
2424
日
秋
季
開
山
忌
。

日
秋
季
開
山
忌
。

　

▼

　

▼
面
掛
行
列

面
掛
行
列　

1717
日
宵
宮

日
宵
宮

祭
。
祭
。1818
日
例
祭
、鎌
倉
神
楽
、

日
例
祭
、鎌
倉
神
楽
、

面
掛
行
列
。
御
霊
神
社
。

面
掛
行
列
。
御
霊
神
社
。

　

▼

　

▼
松
葉
ヶ
谷
法
難
会

松
葉
ヶ
谷
法
難
会　

2727

日
1414
時
。
安
国
論
寺
。

時
。
安
国
論
寺
。

　

▼

　

▼
人
形
供
養

人
形
供
養　

1010
月
１
日

月
１
日

1313
時
。本
覚
寺
。９
月
中
受
付
。

時
。本
覚
寺
。９
月
中
受
付
。

　

芸
術
、
読
書
、
ス

　

芸
術
、
読
書
、
ス

ポ
ー
ツ
、
行
楽
、
食

ポ
ー
ツ
、
行
楽
、
食

欲
。
少
し
ず
つ
秋
が

欲
。
少
し
ず
つ
秋
が

近
づ
い
て
き
ま
し
た

近
づ
い
て
き
ま
し
た

▼
そ
れ
ら
を
満
喫
で

▼
そ
れ
ら
を
満
喫
で

き
る
鎌
倉
で
の
生
活
に
憧
れ

き
る
鎌
倉
で
の
生
活
に
憧
れ

て
拠
点
を
鎌
倉
に
移
し
た
人

て
拠
点
を
鎌
倉
に
移
し
た
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
▼
し
か

も
多
い
と
思
い
ま
す
▼
し
か

し
、
鎌
倉
へ
引
っ
越
し
す
る

し
、
鎌
倉
へ
引
っ
越
し
す
る

の
は
「
人
」
だ
け
で
は
あ
り

の
は
「
人
」
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
▼
鎌
倉
市
内
に
は
約

ま
せ
ん
▼
鎌
倉
市
内
に
は
約

１
５
０
の
神
社
仏
閣
が
存
在

１
５
０
の
神
社
仏
閣
が
存
在

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
▼

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
▼

数
多
く
の
寺
院
が
存
在
す
る

数
多
く
の
寺
院
が
存
在
す
る

の
で
、
数
多
く
の
仏
像
も
存

の
で
、
数
多
く
の
仏
像
も
存

在
し
ま
す
▼
鶴
岡
八
幡
宮
境

在
し
ま
す
▼
鶴
岡
八
幡
宮
境

内
に
あ
る
鎌
倉
国
宝
館
で
は

内
に
あ
る
鎌
倉
国
宝
館
で
は

市
内
の
寺
院
所
蔵
の
重
要
文

市
内
の
寺
院
所
蔵
の
重
要
文

化
財
な
ど
に
指
定
さ
れ
て
い

化
財
な
ど
に
指
定
さ
れ
て
い

る「
鎌
倉
の
仏
像
」を
鑑
賞
で

る「
鎌
倉
の
仏
像
」を
鑑
賞
で

き
ま
す
▼
平
成

き
ま
す
▼
平
成
3030
年
４
月
下

年
４
月
下

旬
ま
で
は
神
奈
川
県
立
歴
史

旬
ま
で
は
神
奈
川
県
立
歴
史

博
物
館
の
所
蔵
品
も
鎌
倉
国

博
物
館
の
所
蔵
品
も
鎌
倉
国

宝
館
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す

宝
館
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す

▼
仏
像
が
引
っ
越
し
て
き
て

▼
仏
像
が
引
っ
越
し
て
き
て

い
る
貴
重
な
こ
の
機
会
に
、

い
る
貴
重
な
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
は
い

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

か
が
で
し
ょ
う
か
。 

（
Ｎ
）

（
Ｎ
）

　

７
月
の
ス
ー
パ
ー
猛
暑
も

　

７
月
の
ス
ー
パ
ー
猛
暑
も

ど
こ
へ
や
ら
、
雨
ば
か
り
の

ど
こ
へ
や
ら
、
雨
ば
か
り
の

８
月
に
青
空
が
恋
し
い
今
日

８
月
に
青
空
が
恋
し
い
今
日

こ
の
頃
で
す
。
連
日
の
施
餓

こ
の
頃
で
す
。
連
日
の
施
餓

鬼
会
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、

鬼
会
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、

朝
、
拝
観
時
間
の
少
し
前
、

朝
、
拝
観
時
間
の
少
し
前
、

扇
ガ
谷
海
蔵
寺
さ
ま
を
久
し

扇
ガ
谷
海
蔵
寺
さ
ま
を
久
し

ぶ
り
に
訪
ね
ま
し
た
。

ぶ
り
に
訪
ね
ま
し
た
。

　

水
の
寺
と
も
称
さ
れ
る
海

　

水
の
寺
と
も
称
さ
れ
る
海

蔵
寺
に
は
清
ら
か
な
井
戸
や

蔵
寺
に
は
清
ら
か
な
井
戸
や

池
泉
庭
園
、
静
寂
な
境
内
に

池
泉
庭
園
、
静
寂
な
境
内
に

は
季
節
の
花
々
が
自
然
に
美

は
季
節
の
花
々
が
自
然
に
美

し
く
咲
い
て
い
ま
す
。
ど
こ

し
く
咲
い
て
い
ま
す
。
ど
こ

も
か
し
こ
も
美
し
く
、
鎌
倉

も
か
し
こ
も
美
し
く
、
鎌
倉

の
庭
と
い
え
ば
海
蔵
寺
さ
ん

の
庭
と
い
え
ば
海
蔵
寺
さ
ん

で
は
な
い
か
と
個
人
的
に
思

で
は
な
い
か
と
個
人
的
に
思

っ
て
い
ま
す
。
真
夏
な
の
に

っ
て
い
ま
す
。
真
夏
な
の
に

空
気
も
澄
み
涼
し
く
心
地
よ

空
気
も
澄
み
涼
し
く
心
地
よ

い
朝
、
お
寺
は
多
用
な
こ
の

い
朝
、
お
寺
は
多
用
な
こ
の

時
期
で
す
が
同
派
（
建
長
寺

時
期
で
す
が
同
派
（
建
長
寺

派
）
の
よ
し
み
で
和
尚
様
に

派
）
の
よ
し
み
で
和
尚
様
に

お
時
間
を
頂
戴
し
ご
案
内
い

お
時
間
を
頂
戴
し
ご
案
内
い

た
だ
き
ま
し
た
。

た
だ
き
ま
し
た
。

　

仏
殿
（
薬
師
堂
）
内
部
に

　

仏
殿
（
薬
師
堂
）
内
部
に

も
立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
き

も
立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
き

い
よ
い
よ
今
回
の
「
御
仏
」

い
よ
い
よ
今
回
の
「
御
仏
」

　

鎌
倉
市
立
小
坂
小
学
校

　

鎌
倉
市
立
小
坂
小
学
校

（
鎌
倉
市
小
袋
谷
）で
８
月

（
鎌
倉
市
小
袋
谷
）で
８
月
2020

日
避
難
所
開
設
準
備
訓
練
が

日
避
難
所
開
設
準
備
訓
練
が

開
催
さ
れ
、
大
船
地
域
づ
く

開
催
さ
れ
、
大
船
地
域
づ
く

り
会
議
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心

り
会
議
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心

に
自
治
会
役
員
や
会
員
、
鎌

に
自
治
会
役
員
や
会
員
、
鎌

倉
市
防
災
課
、
大
船
消
防
署

倉
市
防
災
課
、
大
船
消
防
署

・
警
察
署
な
ど
の
職
員
ら
約

・
警
察
署
な
ど
の
職
員
ら
約

7070
人
が
参
加
し
た

人
が
参
加
し
た
＝
写
真
。

＝
写
真
。

　

訓
練
は
、
夏
休
み
の
平
日

　

訓
練
は
、
夏
休
み
の
平
日

午
前
９
時
、
天
気
は
晴
れ
、

午
前
９
時
、
天
気
は
晴
れ
、

地
震
発
生
に
よ
り
上
下
水
道

地
震
発
生
に
よ
り
上
下
水
道

が
破
綻
し
、
住
民
ら
百
人
が

が
破
綻
し
、
住
民
ら
百
人
が

避
難
す
る
こ
と
を
想
定
し

避
難
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
行
わ
れ
た
。
防
災

て
行
わ
れ
た
。
防
災

リ
ー
ダ
ー
が
建
物
の

リ
ー
ダ
ー
が
建
物
の

安
全
を
確
認
し
た
上

安
全
を
確
認
し
た
上

で
、
避
難
所
開
設
宣

で
、
避
難
所
開
設
宣

言
が
な
さ
れ
、
設
営

言
が
な
さ
れ
、
設
営

が
始
ま
っ
た
。
避
難

が
始
ま
っ
た
。
避
難

者
た
ち
は
受
付
で
記

者
た
ち
は
受
付
で
記

名
し
、
体
育
館
に
入

名
し
、
体
育
館
に
入

る
と
、
防
災
ア
ド
バ

る
と
、
防
災
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
か
ら
、
ひ
び

イ
ザ
ー
か
ら
、
ひ
び

の
入
っ
た
壁
面
や
ガ

の
入
っ
た
壁
面
や
ガ

ラ
ス
窓
は
遠
ざ
け
る

ラ
ス
窓
は
遠
ざ
け
る

な
ど
の
説
明
を
聞
い

な
ど
の
説
明
を
聞
い

た
。
体
育
館
を
居
室
ス
ペ
ー

た
。
体
育
館
を
居
室
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
、
一
人
１
㍍
×
２

ス
と
し
て
、
一
人
１
㍍
×
２

・
1515
㍍
ず
つ
の
割
り
当
て
で

㍍
ず
つ
の
割
り
当
て
で

２
２
４
人
分
を
収
容
す
る
た

２
２
４
人
分
を
収
容
す
る
た

め
の
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
張
り

め
の
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
張
り

も
体
験
し
た
。
校
舎
裏
に
仮

も
体
験
し
た
。
校
舎
裏
に
仮

設
ト
イ
レ
な
ど
の
組
み
立
て

設
ト
イ
レ
な
ど
の
組
み
立
て

も
行
い
、
約
２
時
間
の
訓
練

も
行
い
、
約
２
時
間
の
訓
練

と
な
っ
た
。

と
な
っ
た
。

　

「
大
船
地
域
づ
く
り
会

　

「
大
船
地
域
づ
く
り
会

議
」
は
２
０
１
２
年
に
大
船

議
」
は
２
０
１
２
年
に
大
船

　

１
９
２
３
年
（
大
正

　

１
９
２
３
年
（
大
正
1212
）

９
月
１
日
の
関
東
大
震
災
か

９
月
１
日
の
関
東
大
震
災
か

ら
あ
と
６
年
で
百
年
目
を
迎

ら
あ
と
６
年
で
百
年
目
を
迎

え
る
。
そ
こ
で
関
東
大
震
災

え
る
。
そ
こ
で
関
東
大
震
災

の
災
害
に
つ
い
て
見
直
す
こ

の
災
害
に
つ
い
て
見
直
す
こ

と
を
目
的
に
、
震
災
７
年
後

と
を
目
的
に
、
震
災
７
年
後

に
鎌
倉
町
役
場
が
発
行
し
た

に
鎌
倉
町
役
場
が
発
行
し
た

『
鎌
倉
震
災
誌
』
の
記
事
を

『
鎌
倉
震
災
誌
』
の
記
事
を

も
と
に
、
当
時
の
記
録
や
写

も
と
に
、
当
時
の
記
録
や
写

真
と
体
験
談
、
地
質
や
地
盤

真
と
体
験
談
、
地
質
や
地
盤

な
ど
か
ら
地
震
発
生

な
ど
か
ら
地
震
発
生

直
後
の
状
況
と
そ
の

直
後
の
状
況
と
そ
の

後
の
復
興
の
姿
を
確

後
の
復
興
の
姿
を
確

認
し
よ
う
と
、『
新
編

認
し
よ
う
と
、『
新
編

　

鎌
倉
震
災
志
』
が

　

鎌
倉
震
災
志
』
が

出
版
さ
れ
た
。

出
版
さ
れ
た
。

自
治
町
内
会
連
合
会
が
市
と

自
治
町
内
会
連
合
会
が
市
と

連
携
し
て
発
足
さ
せ
、
地
域

連
携
し
て
発
足
さ
せ
、
地
域

の
課
題
に
つ
い
て
自
ら
取
り

の
課
題
に
つ
い
て
自
ら
取
り

組
み
、
活
動
し
て
い
る
。

組
み
、
活
動
し
て
い
る
。

　

大
規
模
災
害
時
に
開
設
さ

　

大
規
模
災
害
時
に
開
設
さ

れ
る
避
難
所
は
住
民
の
自
治

れ
る
避
難
所
は
住
民
の
自
治

に
よ
る
開
設
、
運
営
が
重
要

に
よ
る
開
設
、
運
営
が
重
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
同
会
議

と
な
る
こ
と
か
ら
、
同
会
議

で
は
２
０
１
５
年
か
ら
「
避

で
は
２
０
１
５
年
か
ら
「
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の

作
成
を
始
め
た
。
大
船
・
小

作
成
を
始
め
た
。
大
船
・
小

坂
・
今
泉
・
山
﨑
の
小
学
校

坂
・
今
泉
・
山
﨑
の
小
学
校

区
ご
と
の
個
別
の
マ
ニ
ュ
ア

区
ご
と
の
個
別
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
り
、
今
年
１
月
末
に

ル
を
作
り
、
今
年
１
月
末
に

合
同
発
表
会
を
行
っ
た
。

合
同
発
表
会
を
行
っ
た
。

　

実
際
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

　

実
際
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
い
た
避
難
訓
練
が
行
わ
れ

づ
い
た
避
難
訓
練
が
行
わ
れ

る
の
は
今
回
初
め
て
で
、
大

る
の
は
今
回
初
め
て
で
、
大

船
地
域
づ
く
り
会
議
で
は
、

船
地
域
づ
く
り
会
議
で
は
、

そ
の
結
果
を
も
と
に
マ
ニ
ュ

そ
の
結
果
を
も
と
に
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
見
直
し
を
し
、
よ
り

ア
ル
の
見
直
し
を
し
、
よ
り

現
実
に
即
し
た
も
の
の
作
成

現
実
に
即
し
た
も
の
の
作
成

を
目
指
す
と
い
う
。

を
目
指
す
と
い
う
。

　

小
坂
小
学
校
区
セ
ン
タ
ー

　

小
坂
小
学
校
区
セ
ン
タ
ー

長
の
田
子
祐
司
さ
ん
は
「
実

長
の
田
子
祐
司
さ
ん
は
「
実

際
に
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点
が

際
に
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点
が

で
て
い
る
と
思
う
。
ま
た
集

で
て
い
る
と
思
う
。
ま
た
集

ま
っ
て
、
認
識
を
新
た
に
大

ま
っ
て
、
認
識
を
新
た
に
大

災
害
に
備
え
た
い
」
と
呼
び

災
害
に
備
え
た
い
」
と
呼
び

か
け
た
。

か
け
た
。

　

参
加
し
た
地
区
民
生
委
員

　

参
加
し
た
地
区
民
生
委
員

は
「
避
難
所
開
設
の
流
れ
や

は
「
避
難
所
開
設
の
流
れ
や

イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
め
て
よ
か

イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
め
て
よ
か

っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

　

編
集
し
た
の
は
、
鎌
倉
市

　

編
集
し
た
の
は
、
鎌
倉
市

役
所
自
主
研
究
グ
ル
ー
プ

役
所
自
主
研
究
グ
ル
ー
プ

「
Ｎ
Ａ

「
Ｎ
Ａ
M
Ａ
Ｚ
Ｕ
の
会
」

Ａ
Ｚ
Ｕ
の
会
」

で
、
江
戸
時
代
の
地
震
、
関

で
、
江
戸
時
代
の
地
震
、
関

東
大
震
災
体
験
者
た
ち
の
手

東
大
震
災
体
験
者
た
ち
の
手

記
な
ど
、
防
災
の
観
点
か
ら

記
な
ど
、
防
災
の
観
点
か
ら

新
た
な
資
料
を
加
え
て
、『
鎌

新
た
な
資
料
を
加
え
て
、『
鎌

倉
震
災
誌
』
を
わ
か
り
や
す

倉
震
災
誌
』
を
わ
か
り
や
す

く
改
編
し
た
。

く
改
編
し
た
。

　

冒
頭
に
「
関
東
大
震
災
は

　

冒
頭
に
「
関
東
大
震
災
は

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で

後
世
に
伝
え
て
範
と
し
て
も

後
世
に
伝
え
て
範
と
し
て
も

ら
う
た
め
に
そ
の
記
録
を
示

ら
う
た
め
に
そ
の
記
録
を
示

し
た
」
と
い
う
内
容
の
原
著

し
た
」
と
い
う
内
容
の
原
著

『
鎌
倉
震
災
誌
』
序
文
を
原

『
鎌
倉
震
災
誌
』
序
文
を
原

文
の
ま
ま
載
せ
、
先
達
の
切

文
の
ま
ま
載
せ
、
先
達
の
切

実
な
思
い
を
伝
え
て
い
る
。

実
な
思
い
を
伝
え
て
い
る
。

　

１
９
４
４
円
、
冬
花
社
刊

　

１
９
４
４
円
、
冬
花
社
刊

☎
０
４
６
７
・

☎
０
４
６
７
・
2323
・
９
９
７
３

・
９
９
７
３

に
ご
対
面
。
中
央
、
薬
師
如

に
ご
対
面
。
中
央
、
薬
師
如

来
を
と
り
ま
き
武
器
を
持

来
を
と
り
ま
き
武
器
を
持

ち
、
甲
冑
に
身
を
固
め
た
武

ち
、
甲
冑
に
身
を
固
め
た
武

神
集
団
、
こ
ち
ら
が
十
二
神

神
集
団
、
こ
ち
ら
が
十
二
神

将
様
方
で
す
。
武
神
と
は
い

将
様
方
で
す
。
武
神
と
は
い

っ
て
も
ど
こ
と
な
く
ユ
ニ
ー

っ
て
も
ど
こ
と
な
く
ユ
ニ
ー

ク
な
像
達
は
薬
師
如
来
の
眷

ク
な
像
達
は
薬
師
如
来
の
眷

属
、
い
わ
ば
薬
師
さ
ま
の
応

属
、
い
わ
ば
薬
師
さ
ま
の
応

援
団
で
す
。

援
団
で
す
。

　

「
薬
師
瑠
璃
光
如
来
本
願

　

「
薬
師
瑠
璃
光
如
来
本
願

功
徳
経
」
と
い
う
お
経
の
説

功
徳
経
」
と
い
う
お
経
の
説

法
を
聴
い
て
感
動
し
た
と
い

法
を
聴
い
て
感
動
し
た
と
い

う
十
二
神
将
は
、
そ
の
薬
師

う
十
二
神
将
は
、
そ
の
薬
師

如
来
の
名
を
唱
え
る
人
を
守

如
来
の
名
を
唱
え
る
人
を
守

護
し
、
一
切
の
苦
難
を
免
れ

護
し
、
一
切
の
苦
難
を
免
れ

さ
せ
る
こ
と
を
誓
っ
た
と
い

さ
せ
る
こ
と
を
誓
っ
た
と
い

わ
れ
ま
す
。
ま
た
十
二
種
類

わ
れ
ま
す
。
ま
た
十
二
種
類

の
武
神
は
干
支
の
十
二
支
が

の
武
神
は
干
支
の
十
二
支
が

配
さ
れ
て
お
り
、
民
衆
の
信

配
さ
れ
て
お
り
、
民
衆
の
信

仰
を
集
め
た
と
い
わ
れ
ま

仰
を
集
め
た
と
い
わ
れ
ま

す
。
し
か
も
そ
の
十
二
の
武

す
。
し
か
も
そ
の
十
二
の
武

神
に
は
そ
れ
ぞ
れ
七
千
の
眷

神
に
は
そ
れ
ぞ
れ
七
千
の
眷

属
を
従
え
、
総
計
す
る
と
八

属
を
従
え
、
総
計
す
る
と
八

万
四
千
に
お
よ
ぶ
護
法
神
の

万
四
千
に
お
よ
ぶ
護
法
神
の

集
団
は
病
に
苦
し
む
民
衆
を

集
団
は
病
に
苦
し
む
民
衆
を

救
う
も
の
で
、
壮
大
な
情
景

救
う
も
の
で
、
壮
大
な
情
景

が
思
い
浮
か
び
ま
す
。

が
思
い
浮
か
び
ま
す
。

　

当
時
の
人
々
に
と
っ
て
病

　

当
時
の
人
々
に
と
っ
て
病

は
人
間
の
最
も
畏
れ
る
も
の

は
人
間
の
最
も
畏
れ
る
も
の

で
、
そ
の
苦
し
み
を
抜
い
て

で
、
そ
の
苦
し
み
を
抜
い
て

く
だ
さ
る
薬
師
さ
ま
と
十
二

く
だ
さ
る
薬
師
さ
ま
と
十
二

神
将
は
、
人
々
の
切
実
な
願

神
将
は
、
人
々
の
切
実
な
願

い
を
受
け
い
れ
て
く
だ
さ
っ

い
を
受
け
い
れ
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
逞
し
い

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
逞
し
い

姿
に
勇
気
を
い
た
だ
き
、

姿
に
勇
気
を
い
た
だ
き
、

「
独
り
で
は
な
い
よ
」
と
。

「
独
り
で
は
な
い
よ
」
と
。

私
た
ち
を
励
ま
す
声
が
聞
こ

私
た
ち
を
励
ま
す
声
が
聞
こ

え
て
く
る
よ
う
で
す
。

え
て
く
る
よ
う
で
す
。

　

お
寺
に
は
も
う
赤
と
ん
ぼ

　

お
寺
に
は
も
う
赤
と
ん
ぼ

が
空
を
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に

が
空
を
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に

飛
ん
で
い
ま
し
た
。

飛
ん
で
い
ま
し
た
。

　

各
寄
木
造

各
寄
木
造
、玉
眼
玉
眼
、漆
塗
。

漆
塗
。

像
高
像
高
3737
〜
4848
㎝
。江
戸
時
代
。

江
戸
時
代
。

十二神将のうち６体十二神将のうち６体

９９月月

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

（7474）

海
蔵
寺　

十
二
神
将
立
像

海
蔵
寺　

十
二
神
将
立
像

小
坂
小
学
校
で
避
難
所
開
設
訓
練

小
坂
小
学
校
で
避
難
所
開
設
訓
練

『
新
編 

鎌
倉
震
災
志
』を
発
行

減
災
対
策
の
一
助
に

減
災
対
策
の
一
助
に

鎌
倉
市
役
所
職
員
有
志　

編
集

鎌
倉
市
役
所
職
員
有
志　

編
集

文　
　

永
井
宗
直

文　
　

永
井
宗
直

写
真　

原
田　

寛

写
真　

原
田　

寛

住
民
自
治
の
避
難
所
づ
く
り

住
民
自
治
の
避
難
所
づ
く
り
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